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平塚市の人口と世帯数
＜平成30年４月1日現在（   ）内は前月比＞

人　口 257,962人…（−71）
世帯数 110,410世帯…（＋346）

1〜３面…　　　見守りがつくる安心…高齢者の生活を見守るための市の取り組みを紹介
　　　　　　　します。
4〜７面…募集・お知らせ・健康と福祉・スポーツ 
 　 ８面…ヒラツカルチャー  「MOTTO図書館」
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岡
崎
の
鈴
川
の
土
手
道
を
歩
く

山や
ま
﨑ざ
き
文
夫
さ
ん
。
30
年
以
上
続
け

て
い
る
日
課
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
見
守
り
機
器
が

あ
る
か
ら
安
心
し
て
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
市
が
普
及
を
進
め

て
い
る
見
守
り
機
器
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
。

歩
く
な
ら
安
心
と
一
緒
に
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見守りがつくる安心
　「住み慣れた地域で安心して暮らしたい」多くの人が持つ願いです。それは年を重ねても変わりません。
高齢者が住みやすいまちの実現には、地域での見守りが必要です。

問　高齢福祉課☎２１―9622

安
心
と
健
康
増
進
を
実
現

自
分
で
試
し
て
効
果
を
実
感

お
話
し
見
守
り
歩
数
計
　
ひ
ら
つ
か
ミ
ル
ッ
ク

　

ミ
ル
ッ
ク
を
利
用
し
て
３
年
に

な
る
、
岡
崎
在
住
の
山
﨑
文
夫
さ

ん
。
ミ
ル
ッ
ク
を
知
っ
た
の
は
、

今
年
で
任
期
８
年
目
に
な
る
民
生

委
員
児
童
委
員
と
し
て
出
席
し
た

会
議
の
場
で
し
た
。

　
「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
対

象
と
知
り
、
自
分
が
条
件
に
ぴ
っ

た
り
な
の
で
、
使
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。「
自
分
の
健
康
と
安
心
の

た
め
、
そ
し
て
使
っ
て
み
て
良
い

機
器
だ
っ
た
ら
、
周
囲
の
人
に
も

自
信
を
も
っ
て
勧
め
ら
れ
る
と

思
っ
た
ん
で
す
」。
す
ぐ
に
高
齢

者
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー
で
申
し

込
み
ま
し
た
。

つ
な
が
る
か
ら
安
心

　

使
い
始
め
た
頃
は
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。「
緊
急
通
報
用
の

ひ
も
を
誤
っ
て
引
っ
張
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
数
回
あ
り
ま
し

た
。
通
報
を
受
信
し
た
見
守
り
セ

ン
タ
ー
の
方
の
声
が
聞
こ
え
て
き

て
驚
き
ま
し
た
が
、『
何
か
あ
り
ま

し
た
か
。救
急
車
を
呼
び
ま
す
か
』

と
い
う
問
い
掛
け
に
、
も
し
も
の

と
き
も
安
心
だ
、
と
思
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
」。
国
内
旅
行
が
趣

味
の
山
﨑
さ
ん
。
旅
行
に
も
充
電

器
を
含
め
て
機
器
一
式
を
持
っ
て

行
き
ま
す
。「
旅
行
先
で
も
自
宅
と

同
じ
状
態
で
使
う
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
笑
顔
を
見

せ
ま
す
。

毎
日
の
保
険
と
し
て
活
用

　

山
﨑
さ
ん
は
、
毎
日
早
朝
か
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
出
掛
け
ま
す
。

「
見
守
り
機
器
と
し
て
持
っ
て
い

ま
す
が
、
頼
っ
て
い
る
、
と
い
う

意
識
は
な
い
ん
で
す
。
あ
く
ま
で

保
険
、
安
心
の
た
め
で
す
」。
暗

い
道
な
ど
で
転
ん
で
け
が
を
し
た

と
き
で
も
、
ミ
ル
ッ
ク
で
通
報
で

き
る
と
思
う
と
安
心
し
て
出
掛
け

ら
れ
る
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
番
頼
も
し
く
感
じ

て
い
る
の
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
衛
星
利
用

測
位
シ
ス
テ
ム
）機
能
で
す
。「
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
は
近
く
に
目
印
が

な
い
農
道
な
ど
を
よ
く
歩
き
ま

す
。
も
し
急
な
事
故
や
け
が
で
救

急
車
を
呼
び
た
い
と
思
っ
て
も
、

う
ま
く
場
所
の
説
明
が
で
き
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
不
安
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
ミ
ル
ッ

ク
が
居
場
所
を
教
え
て
く
れ
ま
す

か
ら
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

健
康
づ
く
り
も
助
け
る

　

ミ
ル
ッ
ク
は
、
外
出
を
促
す

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。「
家
に

こ
も
っ
て
し
ま
う
の
は
良
く
な
い

で
す
ね
。
高
齢
者
は
な
お
さ
ら
で

す
。
ミ
ル
ッ
ク
を
も
っ
と
広
く

知
っ
て
も
ら
っ
て
、
見
守
り
と
健

康
づ
く
り
の
機
能
を
多
く
の
人
に

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」と

呼
び
掛
け
ま
す
。

趣
味
の
農
作
業
中
も
ミ
ル
ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
山
﨑
さ
ん
。「
畑
の
真
ん
中
で
も
し

何
か
起
こ
っ
て
も
、ミ
ル
ッ
ク
が
あ
れ
ば
心
強
い
で
す
」と
話
し
ま
す

在
宅
時
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

状況に合わせて見守る
利用者の健康状態などに合わせて取り組んでいます。

はいかいＳＯＳ平塚
　市では認知症により徘

はい
徊
かい
の恐れがある高齢者の氏名や連絡

先、体の特徴などの情報を事前に登録し、行方が分からなく
なったときには、タクシー会社や郵便局、FMラジオ局など
の協力機関に情報を共有し、いち早い保護を目指しています。
　協力機関である神田交通では、市からの通報があると市内
で運行している40人のタクシー乗務員に情報を伝え、注意を
呼び掛けます。同社の河原貴

たか
治
はる
さんは「市からの通報を受信

するだけでなく、深夜に一人で歩いている高齢者を見掛けた
ときなどは、声を掛けて話を聞く場合もあります。待ってい
るだけではなく、現場でできることを確実に行います」と力
強く話します。

　持病による発作など、
緊急の対応を必要とする
可能性があり、日頃から
注意が必要な方に、緊急
通報用の機器（上写真）を
貸し出しています。緊急
と相談の２種類のボタン
を押すだけで、看護師や
相談員と話せます。
　65歳以上の単身世帯、
高齢者のみの世帯で、発
作などにより日常的に注
意を必要とする持病のあ
る方。月額400円。

ミルックの安心システム
　自宅や外出先で高齢者の動きを見守ることで、
本人や離れて暮らす家族の安心を支えます。

見守りや歩数計、緊急通報、GPS検索用の
機器として活用します。

離れた場所
にいる家族

スタッフが常駐し、
緊急通報を受信し
ます。

毎日の歩数データ
などを受信。安否
を確認します。

機
動
力
を
生

か
し
た
協
力

体
制
を
と
っ

て
い
ま
す

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
見
守
り
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
お
話
し
見
守
り
歩
数
計
ミ
ル
ッ
ク
で
す
。
一
人
暮
ら
し
や
日
中
独
居
の
高
齢
者
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
暮
ら
す
人
の
生
活
を
見
守
る
機
能
が
付
い
た
歩
数
計
で
す
。

見 守 り
センター

高 齢 者
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平
成
25
年
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
っ
た
、
ミ
ル
ッ
ク
。
現
在
は
約

220
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
利
用

対
象
者
は
、
こ
れ
ま
で
は
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
し
た
が
、
４

月
か
ら
利
用
対
象
者
を
拡
大
し
ま

し
た
。

　
「『
昼
間
は
私
が
仕
事
に
行
く
の

で
、
家
で
一
人
に
な
る
家
族
が
心

配
。
ミ
ル
ッ
ク
を
使
え
な
い
で

し
ょ
う
か
』と
い
う
相
談
を
ご
家

族
か
ら
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
」と
話
す
高
齢
福
祉
課
の
渡わ

た

邉な
べ

真
理
子
主
査
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

か
ら
も
同
様
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ミ
ル
ッ
ク
の
取
り
組
み
は
市
の

高
齢
者
福
祉
計
画
に
も
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
孤
独
死
な
ど
を

防
い
だ
り
、
利
用
者
本
人
の
生
活

の
安
心
確
保
に
つ
な
げ
た
り
す
る

役
割
も
持
ち
ま
す
。「
日
中
独
居
の

方
も
対
象
と
し
て
、
安
心
・
安
全

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
」。

　

さ
ら
に「
共
働
き
世
帯
の
増
加

や
、
施
設
か
ら
在
宅
へ
と
変
化
す

る
介
護
の
現
場
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
」と
強
調
す
る
渡
邉
主
査
。

高
齢
の
家
族
を
家
で
一
人
に
す
る

の
を
心
配
し
た
方
の
離
職
防
止
に

も
役
立
つ
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

　

ミ
ル
ッ
ク
は
利
用
開
始
時
に
、

市
内
に
住
む
見
守
り
協
力
員
を
登

録
し
ま
す
。
協
力
員
は
緊
急
通
報

を
受
信
し
た
見
守
り
セ
ン
タ
ー
か

ら
連
絡
が
入
る
と
、
様
子
を
見
に

行
く
役
割
を
担
い
ま
す
。「
近
所
の

方
に
協
力
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
」と
話
す
渡
邉
主
査
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
見
守
り
体
制

を
築
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
「
機
械
な
の
で
全
て
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
本
人
や
家
族
の
不
安
や
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
く
の
人
に
利
用
し
て
ほ
し
い
で

す
」と
呼
び
掛
け
ま
す
。

ミ
ル
ッ
ク
を
拡
大

日
中
独
居
の
方
へ 趣

味
の
農
作
業
中
も
ミ
ル
ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
山
﨑
さ
ん
。「
畑
の
真
ん
中
で
も
し

何
か
起
こ
っ
て
も
、ミ
ル
ッ
ク
が
あ
れ
ば
心
強
い
で
す
」と
話
し
ま
す

　ミルックは、65歳以
上の単身世帯、高齢
者のみの世帯、そして
日中独居の高齢者が
対象です。月額400
円。市民税非課税世
帯の方は200円。生活
保護を受けている方
は無料です。

「ミルックを活用
した見守り体制
の強化に期待し
ています」と話す
渡邉主査。手に
しているのは、４月
以降に貸与する
新型ミルック

　日々私たちの身の回りで活動する事業者が、市と
協定を結び、地域の見守り活動に協力しています。
４月末現在、10件11社と締結しています。

● 新聞と一緒に目も配る
　「日頃から現場を知っているからこそ、異変に気
付くことができます」と話す、読売センター平塚北
部の山本 直

なおし
代表。平塚地区新聞販売組合の一員と

して、協定に参加しています。
　「今年の１月末、集金業務に出向いた際に、社員が
異変に気付きました」と山本代表は社員が経験した
事例を話します。訪問先は、日頃から顔なじみの移
動が困難な方の自宅でした。玄関を開けて呼び掛け
ても返事がなく、その日は帰社。翌日、再度訪問し
てもやはり返事はありません。しかし、玄関には靴

がありました。不審に思い耳を澄ませると、部屋の
奥から物音がし、男性がベッドと壁の隙間で動けな
くなっているのを発見。すぐに救助し男性は無事で
した。「もし気付かなかったら、最悪の事態になって
いたかもしれません。自宅のポストや玄関先まで伺
うことが日常業務だからこそ異変に気付けました」。

● 一歩踏み込んだ見守り活動
　同センターでは見守り活動を強化しています。お
かしいと感じた際に、本人と連絡が取れなかった場
合は、あらかじめ登録している電話番号へ連絡する
取り組みを始めました。「市内に住んでいる家族と連
絡が取れないから様子を見に行ってほしいと頼まれ
ることもあります。対象者が普段と違う状況にある
のかどうか、慎重に見極めます」。

日常生活の異変を察知

　市内の高齢者のさまざまな相談を受ける高
齢者よろず相談センター（地域包括支援セン
ター）。ミルックの利用を希望する方の申し
込みの窓口にもなっています。城島・岡崎地
区を受け持つ、高齢者よろず相談センターお
おすみの看護師、三橋真由美さんは「地域の
民生委員児童委員の方に勧められて相談にい
らっしゃる場合が多いです」と話します。一
人暮らしの方や一人でいる時間が長い方には
積極的に勧めるようにしています。

　活用方法は人それぞれ。生活に不安を抱え
て自分で申請する方もいますが、家族が申請
する場合もあります。「県外に住む家族が申請
した80歳代の女性は、ミルックの通知機能で、
直接のやり取りがなくても家族とつながって
いる実感があると話しています」と説明する
三橋さん。さらに、「経済的な事情で固定電話
や携帯電話を持っていない高齢者がいまし
た。その方は、緊急時の連絡手段としてミルッ
クを活用しています。見守り機能、歩数計だけ
でなく、人によりいろいろな活用方法がある
のがミルックの良さですね」とほほ笑みます。

　「高齢者にとって、新しい機器を生活に取
り入れることは、困難な場合が多いです」と

三橋さんは課題
も口にします。
操作方法が覚え
られないなど、
機器を使いこな
せない場合には、
三橋さんら職員
が自宅まで説明
に行くこともあ
ります。「寝室に
は持って行かな
い方も多いよう
です。外出時に
はもちろんです
が、就寝中に体
調が悪くなった
場合などに備えて、自宅でも常に身近に置い
ておく習慣をつけてほしいですね」と強調し
ます。
　「元気なうちから操作に慣れておくことで、
いざというときに役立ちます」と話す三橋さ
ん。「ミルックを使い始めることで、緊急時の
自分の行動を考えるきっかけになったという
方もいました。生活や健康に不安を感じてか
ら使い始めるよりも、もしものときに備えて、
まだ早いかなと思う時期から使い始めること
が重要です」と余裕を持った利用開始の必要
性を訴えます。

「
自
分
に
合
っ
た
使
い
方
で
安
心
し
て
生
活
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
す
三
橋
さ
ん

日
中
家
で
一
人
き
り
に

な
る
不
安
を
解
消
す
る

地
域
の
見
守
り
力
強
化

に
も
ミ
ル
ッ
ク
を
活
用

ミルック利用の相談は、高齢者よろず相談センターへ

見守り協定事業所

生活スタイルに合わせて利用

元気なときこそ、始め時

周囲の状況に目
を配りながら業務
にあたっています

とよだ

サンレジデンス湘南

倉田会

ゆりのき

富士白苑

ごてん

ひらつかにし

あさひきた

みなと

あさひみなみ

南豊田８５‒１
☎３６‒２５０１

名　称 所在地／電話番号 対象地区

東真土４‒４‒３１
☎５３－１９３０

根坂間２１８‒７
☎30－3611
夕陽ケ丘55‒14
☎73－5422

高村２０３‒１３‒１０４
☎31－4932

土沢窓口
土屋２１９８‒７
☎73－5848

金目窓口
北金目2‒36‒14
☎５９－５５４4

御殿２‒１７‒４２
☎３１－６９５7

唐ケ原１
☎６１－５０５0

立野町３１‒２０
☎３３－２３３4

田村２‒１１‒５
☎５４－７００９

旭南

旭北

港

金目
土沢

南原・中原

花水
なでしこ

松原・崇善

真土・四之宮
八幡

田村・大神
横内

豊田・金田

おおすみ
東中原２‒２－５９
☎３５－４４６５
中里１１‒１７
☎３０－５０１０

岡崎６１３０
☎５１－６４３３ 城島・岡崎

松が丘

富士見

まつがおか

ふじみ

窓口はお住まいの地区によって異なります。
対象地区をご確認ください。

市内13カ所の窓口
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　問＝問い合わせ

募
　
　
集

応
募
方
法
は

５
面
　
　
　

市
営
住
宅
の
入
居
者

　

入
居
予
定
日
は
９
月
１
日（
土
）。

抽
選
。
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

方
①
20
歳
以
上
ま
た
は
既
婚
②
夫

婦
や
親
子
主
体
の
家
族
③
市
内
に

１
年
以
上
在
住
④
収
入
が
基
準
以

内
⑤
住
宅
困
窮
理
由
が
市
の
条
件

に
合
う
⑥
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
⑦
家
や
土
地
を
所
有
し
て
い
な

い
⑧
申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
。
単
身
者
は
②
を
除
き
ま
す
。

期
限
付
き
子
育
て
世
帯
専
用
住
宅

　

子
育
て
世
帯
向
け
に
リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
住
宅
で
す
。
５
月
19
日

（
土
）・
20
日（
日
）に
内
覧
会
を
開

き
ま
す
。
①
～
⑧
を
満
た
し
、
扶

養
し
て
い
る
未
就
学
児
と
同
居
し

て
い
る
方
が
対
象
で
す
。
詳
し
く

は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

５
月
11
日（
金
）～
25
日（
金
）

に
本
館
１
階
案
内
窓
口
や
公
民
館

な
ど
で
配
る
申
込
書
を
、郵
送
で
、

25
日
ま
で
に
、
〒
254
―
0042
明
石
町

７
―
10
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
平

塚
市
営
住
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
74
―
４
０
０
５
へ
。

初
心
者
の
囲
碁
入
門
教
室

　

５
月
18
日
～
８
月
３
日
の
金
曜

日
、
全
12
回
、
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ

ザ
平
塚（
大
神
３
３
４
４
―
４
）。

14
人（
先
着
順
）。
５
０
０
０
円
。

募　

電
話
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ

ラ
ザ
平
塚
☎
51
―
１
２
８
０
へ
。

父
の
日
　
薫
製
教
室

　

ゆ
で
卵
・
は
ん
ぺ
ん
・
ア
ジ
な

ど
の
薫
製
を
作
り
ま
す
。

　

６
月
17
日（
日
）午
後
１
時
～
３

時
30
分
。
中
央
公
民
館
。
市
内
在

住
の
小
学
生
と
男
性
の
保
護
者
12

組（
抽
選
・
保
護
者
１
人
に
つ
き

子
ど
も
２
人
ま
で
）。
１
組
１
５

０
０
円
。

募　

必
要
事
項
・
子
ど
も
の
氏
名

と
学
年
を
、
電
話
・
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
、５
月
31
日（
木
）ま
で
に
、

中
央
公
民
館
☎
34
―
２
１
１
１

hanam
i-k

＠
へ
。
各
地
区
公
民
館

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

谷
戸
田
で
田
植
え
体
験

　

６
月
２
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
１
時
。荒
天
の
場
合
、３
日（
日
）

に
延
期
。
里
山
体
験
フ
ィ
ー
ル
ド

（
土
屋
１
０
７
６
付
近
）。
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
60
人（
抽

選
）。
雨
具
・
帽
子
・
軍
手
・
タ

オ
ル
・
飲
み
物
・
着
替
え
・
お
し

ぼ
り
な
ど
。作
業
の
で
き
る
服
装
・

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　

参
加
者
全
員
の
必
要
事
項
と

生
年
月
日
を
、電
話・は
が
き・フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、５
月
18
日（
金
）

ま
で
に
、
環
境
保
全
課
☎
23
―
９

９
６
９

21
―
９
６
０
３

k-ho
zen-event@

へ
。
市
ウ
ェ
ブ
か

ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

住
宅
耐
震
の
相
談
会

　

建
築
士
が
耐
震
化
の
疑
問
な
ど

に
答
え
ま
す
。

　

５
月
18
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
５
時
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。

15
組（
先
着
順
）。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
本
館
6

階
の
建
築
指
導
課
☎
21
―
９
７
３

２
へ
。

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ン
ス
ト

　

市
内
の
①
個
人
住
宅
②
幼
稚

園
・
保
育
所
・
小
学
校
な
ど
高
校

以
下
の
教
育
機
関
の
建
物
③
事
業

所
・
公
民
館
・
自
治
会
館
な
ど
の

建
物
に
あ
る
、
ツ
ル
性
植
物
の
み

ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の
写
真
。
全
体

の
写
真
を
含
む
Ｌ
判
以
下
３
枚
ま

で
。
収
穫
の
様
子
な
ど
人
が
写
っ

て
い
る
写
真
も
応
募
で
き
ま
す
。

募　

本
館
５
階
の
環
境
政
策
課
☎

21
―
９
７
６
２

kankyo-s-eve
nt@

や
公
民
館
、
市
ウ
ェ
ブ
な
ど

に
あ
る
申
込
書
に
、
裏
面
に
氏
名

と
住
所
を
記
載
し
た
写
真
を
添
え

て
、
郵
送
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

９
月
７
日（
金
）ま
で
に
、同
課
へ
。

ガ
イ
ド
と
巡
る
文
化
財

　

豊
田
地
区
の
社
寺
を
巡
り
ま
す
。

　

５
月
27
日（
日
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
。
約
４
・
２
㌖
。

荒
天
中
止
。
神
奈
中「
豊
田
本
郷

駅
」バ
ス
停
に
集
合
・
慈
眼
寺（
豊

田
打
間
木
419
）解
散
。
300
円
。
中

学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

募　

コ
ー
ス
名
・
全
員
の
必
要
事

項
を
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・↓

布ぞうりを
作りませんか

　５月21日（月）午前９時～正
午。リサイクルプラザ（四
之宮７―３―５）。16人（抽選）。
布・はさみ・物差し・ピン
セットなど。
募　電話で、５月10日（木）
までに、リサイクルプラザ
☎51―５３０１へ。

　被害者の中で高齢者の割合が高い振り込め詐欺。市内でも多数発生しています。市では防犯キャンペーンや
防災行政用無線による注意喚起をしています。今回は、被害を防ぐため日々防犯に取り組んでいる人を紹介します。 問  危機管理課☎21―9863・平塚警察署☎３１−０１１０

警察署には毎日のように詐欺が疑われる案件の相談が
寄せられます。「連絡を受けると金融機関などの現場に
急行します」と陶山警部補

　
皆
さ
ん
は
こ
ん
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
ら
ど
う
し
ま

す
か
？

「〇
〇
デ
パ
ー
ト
の
者
で
す
。

あ
な
た
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
使
っ
て
買
い
物
を
し
た

方
が
い
る
の
で
す
が
、
心
当

た
り
は
あ
り
ま
す
か
？
」

　
無
い
と
答
え
て
も
、
相
手

は
こ
う
続
け
ま
す
。

「念
の
た
め
銀
行
協
会
に
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
」

　
そ
し
て
教
え
ら
れ
た
番
号

に
電
話
を
か
け
る
と
、

「
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
銀
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
つ
く
り
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
暗
証
番
号
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
古
い
カ
ー

ド
は
取
り
に
行
き
ま
す
」

　

な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
ど
う
で

す
か
。「
自
分
は
絶
対
に
信
用
し
な

い
」と
思
っ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
手
口
の
詐
欺
事
件
が
実
際
に

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、

カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
が
犯
人
の
手

に
渡
っ
て
し
ま
う
と
、
す
ぐ
に
現

金
が
引
き
出
さ
れ
、
被
害
に
気
付

く
ま
で
何
度
も
繰
り
返
し
引
き
出

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

年
１
億
円
以
上
の
被
害
額

　

平
成
29
年
に
市
内
で
発
生
し
た

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
は
認
知
件

数
が
57
件
、
被
害
額
は
約
１
億
600

万
円
に
上
り
ま
し
た
。
前
年
に
比

べ
23
件
、約
700
万
円
の
増
加
で
す
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
３
月
ま
で

の
間
に
、
す
で
に
14
件
、
約
820
万

円
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
警
察
が

認
知
し
た
数
で
す
。
潜
在
的
に
は

さ
ら
に
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
危
機

感
を
強
め
る
平
塚
警
察
署
生
活
安

全
課
の
陶す

山や
ま

瞬
警
部
補
。「
振
り
込

め
詐
欺
は
被
害
額
が
大
き
く
、
し

か
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
」。

　

そ
こ
で
、
同
署
は
３
月
１
日
に

特
殊
詐
欺
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

結
成
。
署
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
署

か
ら
署
員
が
集
ま
り
、
一
丸
と

な
っ
て
詐
欺
の
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

次
は
自
分
だ
と
意
識
し
て

　

陶
山
警
部
補
は「
私
は
大
丈
夫

と
い
う
意
識
は
捨
て
、
自
分
に
も

詐
欺
の
手
が
迫
る
と
考
え
て
ほ
し

い
で
す
」と
力
を
込
め
ま
す
。　

　

多
く
の
人
は
犯
人
か
ら
の
電
話

を
受
け
る
と
、
本
当
に
家
族
だ
と

思
い
込
み
、
だ
ま
さ
れ
て
い
る
感

覚
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
話
し

ま
す
。「
そ
れ
は
詐
欺
で
す
と
説
得

し
て
も
、『
家
族
に
何
か
あ
っ
た
ら

警
察
が
責
任
を
取
れ
る
の
か
』と

詰
め
寄
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
」と
状
況
を
語
る
陶
山
警
部
補
。

「
一
人
で
抱
え
て
し
ま
う
と
冷
静

さ
を
失
い
が
ち
で
す
。
と
に
か
く

家
族
や
友
人
、
知
人
な
ど
必
ず
誰

か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」と
強

調
し
ま
す
。

　
「
詐
欺
は
自
分
の
意
識
次
第
で
、

被
害
を
ゼ
ロ
に
で
き
る
犯
罪
で

す
。
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
ど
う
か
日
頃
か
ら
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
掛
け
ま
す
。

毎月10日には平塚駅で市防犯協会や市危機
管理課とキャンペーンを実施。警戒を訴えます

未
然
の
防
止
が
肝
心

平
塚
警
察
署

冷静な判断で振り込め詐欺を撃退しよう
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■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　5月7日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター）

松原
分庁舎

市民センター

（青少年相談室）
福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防庁舎
教育会館

青少年会館
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

メ
ー
ル
で
、
５
月
20
日（
日
）ま

で
に
、
社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１

２
４

34
―
５
５
２
２

k-shak
ai@

へ
。

創
業
塾
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー

　
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
土

曜
日
。
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
。
平
塚
商
工
会
議
所
。

創
業
塾
　
創
業
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
ま
す
。
６
月
２
日
～
23

日
、
全
４
回
。
創
業
を
考
え
て
い

る
方
ら
40
人（
先
着
順
）。
４
０
０

０
円
。

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
　

事
業
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
個

人
指
導
し
ま
す
。
７
月
28
日
。

募
　
公
民
館
な
ど
に
あ
る
申
込
書

を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
〒
254
―
0812
松
風
町
２
―
10
平

塚
商
工
会
議
所
☎
22
―
２
５
１
１

24
―
０
０
７
９
へ
。

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
か
ら

の
自
立
を
支
援
し
ま
す

　
相
談
員
ら
と
意
見
交
換
し
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
講
座（
左
写
真
）な

ど
も
し
ま
す
。

　
５
月
12
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
５
時
。
青
少
年
会
館
。
未
成
年

の
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
の
方
や

保
護
者
ら
8
組（
先
着
順
）。

募
　
電
話
で
、
青
少
年
課
☎
34
―

７
３
１
１
へ
。

絵
手
紙
教
室

　
５
月
15
日
～
８
月
７
日
の
火
曜

日
、
全
８
回
、
午
前
10
時
～
11
時

30
分
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ザ
平

塚（
大
神
３
３
４
４
―
４
）。
10
人

（
先
着
順
）。
５
５
０
０
円
。

募
　
電
話
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ

ラ
ザ
平
塚
☎
51
―
１
２
８
０
へ
。

市
民
大
学
講
座

　「
お
札
に
描
か
れ
た
偉
人
」が

テ
ー
マ
の
講
座
で
す
。

　
５
月
24
日
～
６
月
14
日
と
、
21

日
ま
た
は
28
日
の
木
曜
日
、
全
５

回
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
21

日
・
28
日
は
午
後
１
時
30
分
～
３

時
）。
中
央
公
民
館
な
ど
。
18
歳

以
上
の
方
40
人（
抽
選
、
市
内
在

住
・
初
め
て
の
方
を
優
先
）。300
円
。

募
　
講
座
名
・
必
要
事
項
・
年
齢

を
、
は
が
き
ま
た
は
直
接
、
５
月

15
日（
火
）ま
で
に
、
〒
254
―
0047
追

分
１
―
20
中
央
公
民
館
☎
34
―
２

１
１
１
へ
。

こ
ど
も
環
境
教
室
　
海
岸
編

　
海
の
植
物
の
観
察
を
し
た
り
講

義
を
受
け
た
り
し
ま
す
。

　
６
月
２
日（
土
）午
前
９
時
30
分

～
正
午
。
南
部
福
祉
会
館（
袖
ケ

浜
20
―
１
）・
平
塚
海
岸
。
市
内

在
住
、
在
学
の
小
・
中
学
生
と
保

護
者
36
人（
抽
選
・
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
）。

募
　
教
室
名
・
必
要
事
項
・
年
齢
・

保
護
者
の
氏
名
を
、は
が
き
・
フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、５
月
21
日（
月
）

ま
で
に
、
環
境
政
策
課
☎
21
―
９

７
６
２

21
―
９
６
０
３

kan
kyo-s-event@

へ
。

↓

　もしものときは突然やって来ます。怪しいと
思ったら、下のチェック項目で確認してください。

　お金やキャッシュカードを渡す前に、必ず
警察署や知り合いなど、周囲の人に相談して
ください。 問　平塚警察署☎３１ー０１１０

　被害者の中で高齢者の割合が高い振り込め詐欺。市内でも多数発生しています。市では防犯キャンペーンや
防災行政用無線による注意喚起をしています。今回は、被害を防ぐため日々防犯に取り組んでいる人を紹介します。

「そのお取り引きに間違いはありませんか」。振り込め詐欺チェックシートを手に窓口を
訪れた人に呼び掛ける市川さん

　
平
塚
信
用
金
庫
本
店
営
業
部
に

勤
務
す
る
市
川
知
代
さ
ん
に
は
、

忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
、
窓
口
に
一
人
の
高

齢
男
性
が
訪
れ
ま
し
た
。
手
に
し

て
い
る
の
は
、定
期
預
金
の
証
書
。

「
と
て
も
大
切
そ
う
に
し
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
」と
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。「
孫
が
急
病
だ
と

息
子
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
治
療

に
今
す
ぐ
お
金
が
必
要
だ
か
ら
家

ま
で
現
金
を
取
り
に
来
る
と
言
っ

て
い
る
。
定
期
預
金
を
解
約
し
た

い
」と
、
そ
の
男
性
は
急
い
だ
様

子
で
話
し
ま
し
た
。

詐
欺
事
件
か
ら
救
っ
た

　
息
子
か
ら
の
電
話
・
急
に
現
金

が
必
要
に
な
っ
た
・
家
に
取
り
に

来
る
と
言
っ
て
い
る
、
男
性
の
話

か
ら
、
市
川
さ
ん
は
振
り
込
め
詐

欺
の
可
能
性
が
あ
る
と
直
感
し
ま

し
た
。「
よ
く
話
を
伺
う
と『
本
当

は
解
約
し
た
く
な
い
が
、
孫
を
救

う
た
め
に
は
仕
方
な
い
』と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ご
家
族
と
連
絡
を
取
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
促
し
、
平
塚
警
察
署
に
も

通
報
し
ま
し
た
」。
冷
静
さ
を
取

り
戻
し
た
男
性
が
改
め
て
家
族
に

連
絡
す
る
と
、
や
は
り
そ
の
電
話

は
詐
欺
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
窓
口
で
対
応
し
た
市
川
さ

ん
の
判
断
で
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
詐
欺
被
害
が
疑
わ
れ
る
人
は
、

話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
か
っ
た

り
、
焦
っ
て
い
た
り
と
言
動
に
不

審
な
点
が
多
い
と
市
川
さ
ん
は
話

し
ま
す
。
窓
口
の
職
員
が
冷
静
に

状
況
を
判
断
す
れ
ば
、
詐
欺
を
察

知
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

警
察
と
の
連
携
を
強
化

　
現
在
、
同
金
庫
で
は
平
塚
警
察

署
か
ら
の
要
請
で
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方
が
100
万
円
以
上
の
現

金
を
引
き
出
す
場
合
に
は
、
事
情

を
聞
い
た
上
で
警
察
へ
報
告
し
て

い
ま
す
。「
警
察
官
が
来
る
と
話
す

と
皆
さ
ん
驚
か
れ
ま
す
が
、
お
客

さ
ま
を
守
る
た
め
に
お
話
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
、
と
お
願
い
し
ま

す
」と
話
す
市
川
さ
ん
。
警
察
を

交
え
て
話
を
聞
い
た
結
果
、
詐
欺

で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、「
そ
れ
は
良
い
結
果
と
い
う
こ

と
で
す
。何
も
な
い
こ
と
が
一
番
。

被
害
を
防
ぎ
、
お
客
さ
ま
を
守
り

た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
で
す
」。

　
解
決
に
は
誤
解
を
生
ま
ず
に
話

を
聞
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
信
頼
関
係
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。「
時
に
は
、
怒
る
方
も
い
ま
す

が
、
お
客
さ
ま
の
資
産
を
守
る
責

任
が
私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。
一

番
最
初
に
接
す
る
窓
口
で
、
被
害

を
食
い
止
め
た
い
で
す
ね
」と
市

川
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

息子や孫が「今日中にお金が必要」
と言っている
会社の人や知り合いが「お金を取り
に行く」と言っている
銀行や百貨店の人が「キャッシュ
カードを預かります」と言っている

その電話はひとつでも
当てはまれば、 です詐欺

窓
口
で
食
い
止
め
る

平
塚
信
用
金
庫

ちょっとまって！！

冷静な判断で振り込め詐欺を撃退しよう

その電話 大丈夫？




